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1.　はじめに

この度は，2025年全国研究発表大会において，
学生優秀賞を受賞し，大変光栄に存じます．本研究
を指導してくださった遊橋先生，発表の際にご助言
や議論をしていただきました研究室のメンバー，そ
して発表当日にご質問してくださった方々や発表を
ご覧いただいた参加者の皆様に，深く感謝申し上げ
ます．

2.　研究概要

本研究では，第一次産業である養豚業を対象に，
暑熱ストレスによる経営損失リスクのシミュレー
ションを行いました．養豚業では一般的に，暑熱ス
トレスによって母豚の繁殖成績が低下すると指摘さ
れていますが，対象農家においても同様に繁殖成績
の低下が課題として認識されていた一方で，暑熱ス
トレスが具体的にどの程度の損失を生み出している
のかは明確になっていませんでした．また，養豚分
野のデータ分析研究は農学系を中心に蓄積があるも
のの，現場で働く方の意見や課題認識を踏まえて改
善に結び付く形で分析を設計し，さらに暑熱ストレ
スによる経営損失の規模を定量化する研究は，十分
ではない状況でした．
そこで本研究では，暑熱ストレス指標の一つであ
る温湿度指標（THI）を用いて母豚の繁殖成績への
影響を分析し，加えて繁殖成績の変動が農場収益に
与える影響をシミュレーションによって明らかにす
ることを目的としました．
手法としては，繁殖成績データと気象データを使
用し，THIの影響を非線形に捉える混合効果一般
化加法モデル（GAMM）で推定を行いました．産
次・品種・季節などの群間差はランダム効果として
考慮し，確率予測の妥当性を指標により確認しまし

た．さらに，推定モデルに基づいてTHIの水準を
段階的に変化させた場合の分娩率を算出し，基準水
準との差から損失頭数を定義したうえで，単価情報
を用いて損失金額へ換算しました．
その結果，THIの上昇に伴いある基準を越した

際に分娩率が低下し，一定のTHI水準以降で損失
が増大しやすい傾向が確認されました．
以上より，本研究は暑熱ストレスによる影響を繁
殖成績の変化にとどめず，損失頭数・損失金額とし
て可視化することで，暑熱対策の優先順位付けやそ
の基準を提供することができたと思います．

3.　今後の展望

今後の展望として，まず，暑熱ストレスをより正
確に把握するため，豚舎内の温湿度データの取得体
制を整備し，センサ導入による収集を開始します．
あわせて測定地点（分娩舎・妊娠舎等）や測定頻度
の標準化，換気・送風など設備稼働状況の記録を進
め，屋外THIと舎内環境の差を定量化することで，
THIの効果推定に含まれうる測定誤差の低減を図
ります．
次に，交配前後・着床期など暑熱ストレスに対す
る感受性の高い時期に焦点を当て，どの期間の暑熱
ストレスが繁殖成績や損失に強く影響するかを精査
します．第三に，産次や母豚品種によって暑熱スト
レスの影響や損失が異なる可能性を検討し，群別に
どの対策をするべきかを判断するための知見を提供
したいと思います．
さらに，損失推定は前提条件に依存するため，複
数シナリオによる感度分析を行い，不確実性を織り
込んだ提示へ改善するとともに，暑熱対策の導入・
運用コストを組み込み，損失金額との比較により費
用対効果を評価できる枠組みへ拡張します．
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4.　おわりに

修士課程修了後は企業に就職し，研究の世界から
はいったん距離を置くことになります．そのような
中，学生生活最後となる本大会でこのたび受賞の栄
に浴しましたことは，大変光栄に存じます．現在
は，本大会での発表内容を基に論文執筆に取り組ん
でおります．これまでご指導を賜りました指導教員
の先生方，ならびに支えてくれた家族への感謝を胸
に，より質の高い研究成果を残せるよう，引き続き
努めてまいりたいと思います．
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2020年 3月に三重県立四日市南高等学校を卒業後，
同年 4月に静岡大学情報学部行動情報学科に入学．
2024年 3月に静岡大学を卒業後，同年 4月に静岡大学
大学院総合科学技術研究科情報学選考に入学．現在修
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